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働き方改革の高まりと人手不足の深刻さに対する即効性のあるITソリューションとし
て、RPA（ロボティクス・プロセス・オートメーション）への期待が高まる一方です。
特別なプログラミング知識がなくても、今ある業務の自動化を簡単に作れてしまうと
いう魔法のようなRPA。すでに導入検討を始めている方は多いと思いますが、もしかし
たら「名前はよく聞くけど・・・」という方も少なくないかもしれませんね。今回
は、いまさら人には聞きにくい「なぜRPAは人気なのか」を見ていくことにしましょ
う。
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RPAの仕組みとは？最大の特徴は、対象業務も業種も問わない汎用性の
高さ

RPAが高い人気を獲得している理由は大きく三つあります。


まず第一は、今のオフィスワーカーが直面している「働き方改革」と「人手不足」を直接解決で
きるITソリューションであることです。全社一斉の残業禁止命令が多くの企業で発動されたのは
ここ1～2年のこと。オフィス内で作業する時間が物理的に少なくなってしまいました。それなの
に、たいていの企業では業務量を減らす活動は後回しになっているので、オフィス現場では作業
効率アップが緊急課題となっています。余裕があれば人手を増やして急場をしのぐところです
が、コスト的にも社会情勢的にも人手の確保はままならないし、確保できても社内特有の業務内
容を説明して円滑に実行してもらうのは簡単ではありません。この課題を素早く解決できるのが
RPAです。

RPAは、「今、オフィスでPCを用いて作業している普段の業務」をPC上のソフト（ソフトウエア
ロボットと呼ばれています）が自動実行するソリューションです。例えばWeb画面を開いてデー
タを取り込み、それをエクセルに貼り付けて、担当者にメール送信するといった作業があったと
します。これまでは、人がPCの画面を見ながらマウスで操作して実行していたわけですが、RPA

を導入するとこの作業はPC上で動作する「ソフトウエアロボット」が実行してくれるようになり
ます。

ソフトウエアロボットが休むことなく自律的に業務を進め、あたかも労働者のように働いてくれ
ることから、RPAはデジタルレイバー（Digital Labor；仮想労働者）と呼ばれることもあります。


この仕組みの特徴は、特別な業種や業務に限定されたソリューションではないことです。1）PC上
でたくさんの画面を開いて、それぞれの間でデータを操作するような作業、2）大量のデータを扱
う作業、3）決められた一連の操作を繰り返し実行する作業なら、高い導入効果が期待できます。
業務や業種を問わず、大きな生産性向上を実現できるのです。

手軽に導入して素早く効果検証、ヒューマンエラーの不安も解消

第二の特徴は、ソフトウエアロボットの開発が簡単であること。RPAの開発では、1）対象業務の
洗い出し、2）ソフトウエアロボットの作成、3）試作したソフトウエアロボットを用いた実施検
証、4）検証結果のフィードバックといったプロセスで開発を進めるわけですが、取り組み始めて
から1～2週間でソフトウエアロボットを完成させて業務利用を始めるケースも珍しくありませ
ん。

この開発期間の短さは、手軽にソフトウエアロボットを開発できるRTAツールが登場したことにも
関係しています。RTAツールを用いれば、プログラミング経験のない人でもスムーズにソフトウエ
アロボットを作ることができます。簡単な作業なら、1）ユーザーのPC操作を記録する、2）記録



したPC操作のフローチャートに対して必要な操作を追加する――という2ステップでソフトウエアロ
ボットを試作できます。素早く作って、すぐに実際の現場で使ってみて改良点を見つける。この
プロセスを繰り返すことで、開発しながら業務効率を高めていけますし、最初は部分導入して対
象業務を見極めて、最終的に対象部署と対象業務を大きく拡大するといった展開もできるわけで
す。

第三の特徴は、取り出したデータを貼り付ける場所を間違ったり、送付先を間違うといったヒュ
ーマンエラーから解放されることです。特に大量のデータを入力するような単純作業を繰り返す
業務では、本人がミスしたことに気がつかないだけでなく、あとからデータ入力が正しく行われ
たかどうかをチェックするのも簡単ではありませんでした。このような業務では作業効率が高ま
るだけでなく、作業ミスの不安を撤廃できることも大きな魅力となります。

これまでIT化しにくかった"収益性の低い作業"はデジタルレイバーに
任せる

大ブームになりつつあるRPAですが、企業導入が本格化したのはこの1～2年です。そして今年は
本格的な普及元年になりそうです。例えば日経XTECHは、RPAツールベンターの売上規模と受注状
況、調査会社の市場規模予測などから国内のRPA導入状況を分析し、「2018年内にRPA導入企業は
5000社を超える」と試算しています。

では、いち早くRPAを導入している企業は、どんな業務/作業に取り入れているのでしょうか。日
経BP総研　イノベーションICTラボが2018年3月に発行した「RPA総覧」から代表的なものを紹介し
ましょう。

約400の支店がメールで送ってくる口座開設データなどを業務システムに入力する（みずほフ
ィナンシャルグループ／みずほ銀行）
百数十の小売り企業のWebサイトを巡回してログインし、必要なPOSデータを選択してダウン
ロードする（サッポロビール）
支払明細書をOCR（光学的文字認識）で読み取って入金情報と突き合わせる（帝人フロンティ
ア）
取引先のシステムにログインして発注データをダウンロードする。出荷情報を入力すると、
システムから必要なデータを取り出してExcelファイルに変換し、メール添付で取引先に送信
する（日清製粉）
基幹システム上の未承認伝票の有無を定期的にチェックし、あった場合はアラートメールを
送信（ぱど）
顧客データベースにログインし、ルールに沿って情報更新してからログアウトする（英テレ
フォニカ02）



これらのRPA化された業務を見てみると、収益に直結しなかったり、収益性が低いのでIT投資をし
にくかった分野の業務が並んでいることがわかります。収益性の低い業務はデジタルレイバーに
任せて、社員は収益性の高いクリエイティブな仕事に多くの時間を割けるようになってきたとい
えるのかもしれません。

実装で大事なのは、適用業務の見極めと導入後のメンテナンス

RPA導入の成功の鍵はなんといっても適用業務の見極めにあります。どの業務もRPAツールを用い
れば何らかのソフトウエアロボットを作ることはできます。ただし、どのソフトウエアロボット
も大きな生産性向上を実現するとは限りません。まずは業務を洗い出し、それぞれの業務におけ
るPC作業を分析した上で、そのPC作業をソフトウエアロボットに実行させたときにどの程度の生
産性向上が図れるのかを入念に精査する必要があります。生産性向上が期待できる業務があった
場合は、そのPC作業を分析してソフトウエアロボットを試作し、部分導入して効果測定と問題点
の洗い出しを行い、ソフトウエアロボットの完成度を高めてから、全体導入に踏み出すのがいい
でしょう。

一つ忘れがちなのは、作ったソフトウエアロボットはメンテナンスが必要になることです。送付
先となるメールアドレスが変わったり、アクセス先のURLが新しくなるようなケースが頻繁にあ
ることを前提に、ソフトウエアロボットを管理する体制を整えるとともに、メンテナンスの具体
的な実施方法を決め、定期的な見直しも含めた運用を実施したいところです。

RPA活用事例。ポイントはコンピュータ任せにしない運用と仕事の中身
の明確化

それでは実際にRPAの運用するときの活用ポイントにはどんなことがあるのでしょうか。富士通
コミュニケーションサービス（CSL）のRPA活用事例で見ていきましょう。


CSLではバックオフィス業務で RPAを活用し、検収や解約の業務に適用しています。導入によっ
て、作業ミスが生じたときにロボットソフトウエアが発見できるようになり、日々のプレッシャ
ーから解放されたそうです。また繁盛期には、通常の5～6倍の作業が生じるのですが、これまで
は人員確保に苦労していましたが、RPAによって増員しなくても対応できるようになったそうで
す。

ドライブレコーダーのデータを取り込み、Excelで日報を作成し、約700台ある社用車のドライ
バーの日報業務を自動化（住友林業情報システム）
職員が請求書の証券記号番号のバーコードを読み取ると、ソフトウエアロボットが証券記号
番号を認識し、それに基づいて他の社内システムにある関連データを取り出して、業務シス
テムに自動入力する（日本生命保険）



CSLでのRPA活用の第一のポイントは、「人とRPAのハイブリッド」です。すべてをコンピュータ
に任せるのではなく、必ず人間を介在させるようにしているのです。その理由は、トラブルが生
じた時の責任の所在を明確にすること。これを徹底するために、CSLではRPAを稼働させているパ
ソコン1台1台に責任者をつけているそうです。


第二のポイントは、仕事の中身を明確にして業務を整理することです。これを徹底しないといい
効果は得られません。CSLではこの作業を実施したことで、新人教育の期間短縮や効率化に結びつ
けられたそうです。
適切な導入と運用の結果、「業務に難易度をつけられるようになった」「障がい者が多く働ける
職場になった」「休みを取得しやすくなった」「社員教育がしやすくなった」「早く帰って自分
の時間が作れるようになった」などの声が出たほか、とても働きやすい環境になったことをアン
ケート調査で確認できたそうです。

デジタルレイバーをどう活用するかは、それぞれの企業・組織が目指す"働き方改革"のあり方に
よって違ったものになるでしょう。いずれにしても、デジタルレイバーを信頼できる優れた仕事
仲間にできるかどうかが、私たちの働き方改革の「成功の鍵」となりそうです。
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